
























が、文部科学省 （2010） が小学校 123 校、児童
31,914 人を対象とした平成 21 年度の調査による
と、「英語の授業は好き、どちらかと言えば好き」






1999） では、学習開始学年が小学校 5・6 年→ 3・




































































う。最初のうちは、“Mommy here,” “That mine,” 





















初期は、“school” や“white”など 1 語で文らし
い意味が伝わる発話や、“yes”または“no”な
どの社会的発話（3）がほとんどである。この時期







（Mean Length of Utterance; MLU）」 を見る方法
があるが、上記の日本人児童の MLU が実質的に



















ようになるのに 1, 2 年、授業が大体わかってつい
ていけるようになるのに 3, 4 年、また、英語その
ものの授業に積極的に参加でき、議論ができるよ









































共通に指導する必要性が高まり、平成 20 （2008） 
年の学習指導要領改訂により、一定の授業時間数 
























































































国語活動が必修化される前の 2007 年、年間 20 時
間程度の英語の授業を少なくとも 3 年生から 6 年



















“Good morning.”や“Nice to meet you.”などの
あいさつ、“oh,” “yes,” “no”や“basketball”な
ど の 1 語 文、2 語 以 上 の 文 で は“I’m from Ja-














































































































































































































































































（ 1 ） 中学校における外国語科では英語を履修するこ
とが原則とされており、小学校における外国語活
動は実質的に英語活動である。
（ 2 ） 母語とは、子どもが生まれ育つ環境で最初に自
然に身につける言語であり、通常はこれが第一言
語である（鈴木・白畑、2012）。





（ 4 ） 英語母語話者である子どもの場合、ある研究に
よると、MLU は、平均で 1 年に 1.25 形態素とい
う割合で増加するという（オグレイディ、2008、
p. 94）。
（ 5 ） 生後まもなく日本語と英語の両方の学習を同時
に開始した場合を除く。
（ 6 ） 内訳は、私立 3 校、教育特区として英語を教科
として教えている公立 1 校である。
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